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は自分が日頃少しでも興味を持っているもの以外 表が行われたダラスは， PAC '95 が終了したちょ

は言葉が良く分からなかったということもあるが) うどその日に大洪水に見舞われたのであった。

Industrial Exhibition も含めて， 5 日間盛況に発
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1995 Psrticle Accelerator Conference は Inter

national Conference on High-Energy Acceleraｭ

tors を兼ねてテキサス州ダラスで 5 月 1 日から 5

日まで開催されたO ダラスで開催されたのは SSC

研究所がホストを勤める予定であったからだが，

ご存じのように SSC 計画がキャンセルされたた

め，ロスアラモス国立研究所が急逮ホストを勤め

ることとなった。参加者は 1 ，046 名，内当然のこ

とながらアメワカ人が一番多く 718名，日本人は

4番目で 42 名であった。加速器分野における日

本の貢献度を考えるともう少し多くの日本人が参

加しでもよいように思われた。ただし，千人を越

える会議は肥大化し過ぎて散漫な雰囲気が感じら

れたことは否めなかった。プログラムは，初日の

午前のオープニング@セッションと最終日午後の

クロージング@セッションを除いて，午前と午後

に口頭発表が 2 セッション，ポスター発表が 6 セッ

ションが平行して行われた。ポスター発表の時間

は午前が 3 時間半，午後は 4 時間と十分あったた

め， 6 セッションが平行していても問題はないよ

うであったが，口頭発表では放射光施設のセッショ

ンと挿入光源を含む磁芯のセッションが同時にあっ

たため聞き漏らした話題があった。

米国の会議であるだけに，オープニング@セッ

ションで CEBAF及び APS の現状報告があった。

CEBAF では， 4 ターンで 3.2GeV まで加速して

いた。 APS では，蓄積リングのコミッショニン

グが続けられており，偏光電磁石からの最初の放

射光が観測された。

口頭発表の放射光施設のセッションで ESRF

の現状が報告されていたが，早期にビーム@パラ

メータのデザイン値が達成され，マシン及び挿入

光源の改善で輝度をヂザイン健から 20 倍程度上

げていた。将来的には， ミニ@ギャップのアンジュ

レータを開発し，輝度を 100 倍まで持っていくこ

とを計画している。また，ロシアの放射光施設の

現状報告があり， VEPP4 で多極ウィグラーから

逆コンプトン散乱まで用いて 1keV から 6.5GeV

までの広い範囲の放射光が得られたというユニー

クな報告があった。磁石のセッションでは，

spectrum shimming と呼んでいた特殊な方法で

挿入光源の磁場の位相誤差などを檎正し， 15 次

程度までの高次のアンジュレータ放射光が利用で

きるようになったという報告があった。

ポスター発表では APS と CEBAF が統ーした

テンプレートを{乍ってプレゼンテーションをf子っ

ていたが，施設が稼働し始めたところで活気があ

るせいか力を入れているように見受けられた。放

射光関係のセッションとしては FEL 及び放射光

施設に関するものがこつと磁石のところで挿入光
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